
様式第１号 

石川県 指定介護老人福祉施設入居申込書 

申込者（連絡先） 

申込日 令和〇〇年〇〇月〇〇日 
  

〒 ： ９２０－０９０１ 

受付日 令和  年  月  日 住所： 金沢市彦三町〇丁目〇番〇号 

 
 

氏名： 彦三 太郎 

特例入居の事由 □有 ☑無 電話：   （０７６）〇〇〇－〇〇〇〇 

 

申込先 

（入居希望施設） 
 彦三きらく園（個室・多床室）、瓢箪町きらく園 保険者 金沢市 

入
居
希
望
者
の
状
況 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） ヒコソ タロウ 性 別 被保険者番号 〇〇〇〇〇〇〇〇 

氏 名 
彦三 太郎 

男･女 要介護度 ３ 

生年月日 明･大･昭 〇〇年〇〇月〇〇日（〇〇〇）歳 
要介護認定 

有効期間 

令和〇〇年〇〇月〇〇日から 

令和〇〇年〇〇月〇〇日まで 

現住所 
〒   －                       TEL   （   ）     

現 況 

□自宅で一人暮らししている □自宅で家族と暮らしている 

☑施設や病院に入っている 

「施設や病院に入っている方」は記入して下さい。 

◇施設名又は病院名：〇〇病院or〇〇〇〇       ◇所在地（市町村名）金沢市      

◇入居又は入院期間：令和〇〇年〇〇月〇〇日から入居・入院している 

介護者の状況 

□介護する者がいない。 

□介護する者が「高齢」、「障害」、「疾病」、「複数の人を介護」等により十分な介護が困難。 

☑介護者が就労していることから、十分な介護が困難。 

□介護者の身体的・精神的負担が大きく十分な介護が困難。 

 

医療の状況 

□経管栄養 □胃ろう □インシュリン注射 □透析 □喀痰吸引 □気管切開口のケア、カニューレ交換        

□褥瘡 □導尿 □酸素吸入 □人工膀胱又は人工肛門 □その他（        ） 

【現在治療中の病気・特記事項等】 

 

 

 

【かかりつけ医】 

医師氏名   ○○医師                 

医療機関名  ○○病院  ○○クリニック        

医療機関所在地  金沢市○○町○丁目〇番〇号            TEL（０７６）〇〇〇－〇〇〇〇     

 

障害の状況 
□視覚障害 ☑聴覚障害 □言語機能障害 ☑知的障害 □精神障害 

※該当する場合は、障害者手帳（写）等を提出してください。 

申込状況 

□当該施設のみ申し込む。 

☑他の施設も申し込んでいる、又は今後他の施設も申し込む予定。 

 ◇既に申し込んでいる他の施設名（〇〇園  ）（〇〇の里 ）（〇〇苑  ） 

 ◇今後申し込む予定の他の施設名（     ）（     ）（     ） 

主
た
る
介
護
者 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） ヒョウタン タロウ 性 別 本人との 

関係 

 

長男 

氏 名 瓢箪 太郎 男･女 
生年月日 明･大･昭 年 月 日 

同居の区分 □同居している ☑別居している（住所：〒〇〇〇－〇〇〇〇   TEL 〇〇〇－〇〇〇－〇〇〇〇    ） 

意 見 

【介護しているうえで困っていること等】 

自宅で一人暮らしだが認知症が進み、一人で過ごすことが大変になってきた。 

耳が遠く電話では伝わらない。近くにある物をよく転がすようになった。入所を希望します。 

 

 

同
意
書 

この申込書の内容を必要に応じて、県又は市町に報告することに異議なく同意します。 

  令和〇〇年〇〇月〇〇日 

                              氏 名： 瓢箪 太郎       印 

※「特例入居の事由」欄で「有」となる場合は、裏面にその事由について記載してください。 

※「被保険者証(写)」「直近３ヵ月分のサービス利用票及び別表(写）」を添付して下さい。 

※入居申込の有効期間は、要介護認定の有効期間の満了日までの期間とします。 

自宅で同居され

ている方はチェ

ックのみ 

介護保険被保険者証

の認定有効期間の開

始日と終了日を入力 

介護保険被保

険者証の介護

度を入力 

該当する項目に

すべてチェック 

該当する項目に

すべてチェック 

現在の状況をな

るべく詳しく 

瓢 

箪 



（ 裏 面 ） 

 

特例入居の要件に該当する事由について（入居申込者等記入欄） 

 ●該当する事由に印を付けて下さい。 

  ☑ 認知症である者であって、日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に 

見られる 

□ 知的障害・精神障害等を伴い、日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さ等が 

頻繁に見られる 

□ 家族等による深刻な虐待が疑われること等により、心身の安全・安心の確保が困難である 

□ 単身世帯である、同居家族が高齢又は病弱である等により家族等による支援が期待できず、かつ、 

地域での介護サービスや生活支援の供給が不十分である 

 

 ●該当する事由の具体的内容について記載して下さい。 
 

 

・最近同じことを何度も繰り返して言うようになり、家族の事も行く理解していない様子です。 

また、一人で外出した際には、自宅が分からなくなり保護を受けたこともあります。 

 

・些細なことで怒鳴ることが多くなり怒りっぽくなっている。「通帳を持っていかれた」などと

大騒ぎする事があり家族も困っている。 

 

現在の状況をな

るべく詳しく 



様式第３号 

介護支援専門員意見書 

 

記入日  令和○○年○○月○○日 

入居希望者 

（フリガナ）ヒコソ タロウ 
男
・
女 

〒〇〇〇－〇〇〇〇 

金沢市○○町〇丁目〇番〇号 

 

連絡先  〇〇〇－〇〇〇－○○○○ 

彦三 太郎 

明･大･昭  ○○年○○月○○日（○○）歳 

 

上記入居希望者に関する意見は以下の通りです。 

 

介護支援専門員氏名  日向 うららか      

 

居宅介護支援事業所名  ようきケアサポート   

 

居宅介護支援事業所所在地 金沢市○○町〇丁目〇番〇号 

 

 

 

 

 

              TEL 〇〇〇－〇〇〇－○○○○ 

 

              FAX 〇〇〇－〇〇〇－○○○○     

意見記入欄 

【本人の状態】 

 ●要介護度： １・２・３・４・５ 

●障害高齢者の日常生活自立度(寝たきり度)：正常・Ｊ１・Ｊ２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２  

●認知症高齢者の日常生活自立度     ：正常・Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ｍ 

●知的障害・精神障害等の程度： 有 ・ 無 

 有の場合：療育手帳    級 ・ 精神障害者保健福祉手帳    級 ・ 身体障害者手帳    級 

      その他（                                        ） 

●年金： 国民 ・ 厚生 ・ 共済 ・ その他（                          ） 

●介護保険負担限度額認定証の有無： 有り ・ 無し  第3段階 

●その他（                                             ） 

 

 

【本人の心身の状況及び生活の状況】 

ADL（あてはまる状態に○を付けてください）
歩行 立ち上がり 座位 寝返り 排尿 排便 入浴 着脱 食事 整容
自立 自立 自立 自立 自立 自立 自立 自立 自立 自立
一部介助 一部介助 一部介助 一部介助 一部介助 一部介助 一部介助 一部介助 一部介助 一部介助
全介助 全介助 全介助 全介助 全介助 全介助 全介助 全介助 全介助 全介助

 

 

・自宅内は伝い歩き、外は杖を使用している。不安定 

・トイレを汚すことが増えている。パットをトイレで詰まらせたり、箪笥に入れる事もある。 

・膝が痛くて自宅の深い浴室には入れない。デイサービスで入浴後、衣類の上下を間違えて着るようになった。 

・食事は自分で食べられるが、準備は出来ている時と、出来ていない時がある。 

・性格はおだやか 

 

 

 

【家族・介護者等の状況】 
家族構成図（同居家族は線で囲んでください

 
【在宅生活継続の可能性】 

 

 

妻が入院し、一人暮らしになり、子が毎日様子を見に来ているが、近くにある物を転がすなど心配な事が増えている 

耳が遠くなり話が伝わりにくい。一人で買い物に行こうとして帰られなくなることもある。 

 

 

 

※居宅介護支援事業所の介護支援専門員がいない場合は、他の適当な方（病院のソーシャルワーカー、他介護保険事業所の介護支援 

専門員等）が記載して下さい。但し、他の適当な方がいない場合は不要です。 

現在の状況をなるべく

詳しく 

・主介護者は長男、妻も協力。 

次男は受診の付き添いに協力している。 

三男は隣町に住み、子供（孫）の育児で介護に協力が出来

ないが、連絡は取れている。妻は脳梗塞で入院中。 

本人 妻 

長男 妻 次男 妻 

  

三男 妻 

  

市内 隣町 



（ 裏 面 ） 

 

特例入居の要件に該当する事由について 

 ●該当する事由に印を付けて下さい。 

  □ 認知症である者であって、日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に 

見られる 

□ 知的障害・精神障害等を伴い、日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さ等が 

頻繁に見られる 

□ 家族等による深刻な虐待が疑われること等により、心身の安全・安心の確保が困難である 

□ 単身世帯である、同居家族が高齢又は病弱である等により家族等による支援が期待できず、かつ、 

地域での介護サービスや生活支援の供給が不十分である 

 

 ●該当する事由の具体的内容について記載して下さい。 
 

 


